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   A 67-year-old man complained of vague pain in the lower abdomen persisting over 10 years. A 
hard mass was palpable just under an operative scar (right Gibson incision for ureterolithotomy 
performed 40 years previously). In addition to the patient's history and physical examination, 
abdominal echography, computerized tomography and nuclear magnetic resonance imaging (MRI) 
were performed and resulted in a preoperative diagnosis of retroperitoneal gauzeoma. The 
paravesical mass, 7 X 6 X 6 cm in size, was surgically removed, which was an encapsulated granuloma 
surrounding a surgical sponge. The possibility of foreign body granulomas due to a retained surgical 
sponge (so-called gauzeomas) should be considered in patients who have a previous history of 
abdominal operations. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  46: 491-494, 2000) 























右尿管切石術の創(下 腹部斜切 開)の 直下に可動性の
ない弾性硬の腫瘤 を触知 した.
検査所見:尿 沈渣 ・培養 細胞診,血 液生化学検査




に直径約6cmの 腫瘤 を認めた.腫 瘤 の内部 は不均一
で,低 輝度エ コーと高輝度不整形 エコーが混在 した.
陰影境界 の輝度 は高かった.
腹部単純写真 ・排泄性腎孟造影(Fig,2):腹部単純
写真では所見 な し.排 泄性腎孟造影で右側 の軽度水腎
症 を認め,60分後像 で膀胱 は左方へ圧排 されていた.
注腸検査 大腸 ファイバ ー:大 腸ポ リープ以外 は異
常所見 を認 めなか った。
骨盤部cT(Fig.3)MRI(Fig。4)lcTでは膀胱
を著明 に左方へ圧排 す る最大径7cmの 腫瘤 を認 め,
内 部 は 不均 一,境 界 は明 瞭 で や やhighdensityで
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例 中3例 が無症状 で偶然 超音波 で発見 されて い








石術 と今ルニア手術,腎 部の8例 では腎結石手術4




の40年が最 も長 く,10例の平均で も24年と長期間経過
していた.
ガーゼオーマは医原性疾患の最たる もので,防 止 に
十全 の注意 を払 うべ きことは言 うまで もな い.本 邦
で は1980年代 後 半 か らX線 マ ー カー(radiopaque
marker)入りガーゼが基 幹病 院で普 及 し,麻 酔 覚醒
前 にX線 で確実に確認で きるようになった ことがガー
ゼ遺残の防止 に大 き く貢献 した8)そ れ以前の時代 に
はガーゼカウン トが頼 りであった上 に,尿 路結石開腹
手術 の件数が多かったので,今 後 もこの年代 の手術 歴
を伴 う後腹膜腫瘤で は遺残 ガーゼの可能性 に注意すべ
きであろう。
本邦の報告 で術前診断が遺残 ガーゼ もしくは異物 で
あった と記述 されてい るのは10例中7例 で,ほ か は
hypovascularな腎癌 や良性 奇形腫の疑 いで手術 を受
けた.自 験例 は触診で尿管結石手術 の創の真下に腫瘤
を認め,初 診時か らガーゼ オーマを念頭 に置いて検査
を進め ることがで きた.画 像診断後に既往 を再聴取 し
たところ,40年前の尿管切石術 の際,医 師が止血 に難
渋 し何か を詰めて終わった とい う記憶が呼び起 こされ
た.通 常 ガーゼ遺残 は手術時の不注意 によるが,自 験
例で は当時の医療 レベ ルにおいて止血 目的で意 図的 に
ガーゼを残 した可能性が考え られた.
ガーゼオーマは超音波で腫瘤 内部の低輝度エ コーと
高輝度不整形エコーの混在,音 響陰影な どを示す と報
告 されてお り4'8'10'12),自験例 も前者 に合致 した.三
宅 ら13)は多彩 なCT像 を報告 し,① 特異的 と言われ
るwhirl-likcappearance(渦巻 き様所見:細 菌感染な
どに よって発生 した多数の小 さなガスがガーゼの布 目
に捕え られた所見)14)のほか に,② 腫瘤 の内容 が不均
一で,内 部 に不整形の吸収値 の高 い部分(腫 瘤の核 と
なったガーゼ を示す)が あるこ とも鑑別点 になるとし
たが,③ 内容均一 な嚢胞状腫瘤 や④軟部組織腫瘤の形
をとる場 合はCTで の診断 は困難 と述べ てい る.自
験 例で はCTお よびMRIで ② に相 当す る所見が あ
り,腫 瘤が手術創 の療痕組織 と連続 していたこ と,腫
瘍性病変 としては発生臓器が特定 されず,神 経原性や
腹膜発生の腫瘍 も形 と広が りか らほぼ否定 されたこと
か ら,ガ ーゼ オーマの診 断が支持 された.針 生検 を
行った報 告 もあ るが8'9),自験例 では既往 と画 像か ら
ガーゼ オーマ であ るこ とは確 定的 と考 え行 わ なか っ
た.
後腹膜 ガーゼオーマ に対する治療 として は4例 が腎
癌 の疑 い.腎 との癒 着の ため に腎摘 除術 を受 け(1
例8)は肝部分切除 も併 用),ほ かは腫瘤 のみの摘 除 を
受けた.医 原性疾患で あることを考 えると,森 山 ら9)
も述べ てい るよ うに,可 能 なか ぎり合併切 除 を避 け
ガーゼ オーマ のみ を摘 除す る よ う努 め るべ きで あ ろ
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